
 

2026年4月14日 

各 位 

会 社 名  室 町 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 青 木  淳 一 

（コード番号：4885 東証スタンダード） 

問合せ先  取 締 役 井 内  聡 

（TEL. 0944-41-2131） 

 

業績予想の修正及び剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、2026年4月14日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2025年12月12日に公表

いたしました 2026 年 5 月期通期の業績予想の修正を決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。

また、同取締役会において、下記の通り2026年5月31日を基準日とする剰余金の配当（増配）について、2026

年8月26日開催予定の第80回定時株主総会に付議することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1．業績予想数値の修正 

2026年5月期通期（2025年6月1日～2026年5月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

7,500 

百万円 

550 

百万円 

510 

百万円 

350 

円 銭 

87.14 

今回修正予想(B) 7,700 700 660 470 117.02 

増減額(B-A) 200 150 150 120 － 

増減率(％) 2.7 27.3 29.4 34.3 － 

(ご参考)前年通期実績 

(2025年5月期通期) 
6,653 432 430 241 60.42 

 

 

2．修正の理由 

前回 2025 年 12 月 12 日の業績予想修正時の見込みを上回り、化学品事業及び医薬品事業の受注が好調に推

移しております。それに加えて、健康食品事業の撤退が終盤を迎え全ての費用の見通しが立った結果、最終的

な撤退関連費用は想定を下回る見込みです。 

これらの結果、2026年5月期の通期において、売上高ならびに利益は前回発表した予想を上回る見込みとな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

  



3. 剰余金の配当について 

（1）配当の内容 

 

（2）理由 

当社は、株主の皆様に対する剰余金の配当を株主還元策の重要事項のひとつと位置付けており、財政状態、

将来の業績見通しや事業展開、経営体質の強化等を総合的に勘案し、安定した配当を継続することを基本方

針としており、累進配当（※）を基本方針としております。 

来期以降においては、健康食品事業の撤退に伴う売上の減少に加え、これまで同事業を含めた体制で運営

してきた生産・管理機能等について、残る事業で分担するかたちとなることから、全体としての収益構造に

一定の影響が生じる可能性が見込まれております。 

一方で、医薬品事業及び化学品事業においては、更なる成長に向けた取り組みを着実に進めており、当社

としては中長期的な企業価値の向上と株主還元の充実を両立させていくことが重要であると考えております。

もっとも、将来の業績動向については引き続き慎重な見極めが必要であることに加え、原材料価格や為替動

向、地政学的リスク等、事業環境の先行きには不透明な要素も存在しております。 

これらを踏まえ、株主還元と将来成長に向けた投資とのバランスを考慮した結果、期末配当につきまして

は前回予想の15円から1円増配し、1株当たり16円とすることが適切であると判断いたしました。 

※累進配当とは、原則として減配せず、配当の維持若しくは増配を行う配当政策です。 

 

 

[業績等の予想に関する注意事項] 

業績予想につきましては、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 
年間配当金 

第2四半期末 期末 合計 

前回発表予想 

(2026年1月14日公表) 

円 銭 

－ 

円 銭 

15.00円 

円 銭 

25.00円 

今回修正予想 － 16.00円 26.00円 

当期実績 10.00円 － － 

（参考）前期実績 

（2025年5月期） 
0.00円 25.00円 25.00円 


